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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

6

　

３
月
に
北
陸
新
幹
線
敦
賀
駅
が

開
業
し
た
こ
と
を
記
念
し
企
画
展

「
敦
賀
と
北
陸
線
」
が
長
浜
市
北

船
町
の
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア
で
開

か
れ
て
い
る
。
30
日
ま
で
。
期
間

中
無
休
。

　

１
８
８
２
年
に
開
業
し
た
北
陸

線
（
長
浜―

敦
賀
駅
）
の
歴
史
を
、

同
館
収
蔵
の
資
料
で
ひ
も
と
く
。

主
に
敦
賀
駅
と
長
浜
・
米
原
駅
間

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

　

写
真
や
弁
当
掛
け
紙
、
模
型
な

ど
61
点
を
展
示
。
旧
中
ノ
郷―

柳

ケ
瀬
駅
間
の
急
な
勾
配
を
重
連
で

登
る
Ｄ
51
形
蒸
気
機
関
車
や
貨
物

列
車
が
並
ぶ
敦
賀
駅
構
内
の
写
真

（
い
ず
れ
も
１
９
５
７
年
）
は
、

当
時
の
様
子
を
物
語
る
。
北
陸
ト

ン
ネ
ル
開
通
記
念
封
筒
切
手
（
62

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
新
イ
ラ
ス
ト

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
と
「
い
い
の
す
け
」

企画展「敦賀と北陸線」
写真や弁当掛け紙、模型など61点

デ ジ タ ル 版 １ 日 乗 車 券
　 近 　 江 　 鉄 　 道

市
公
式
観
光
ア
プ
リ
「
ど
こ
い
こ
長
浜
」

 

ス
ポ
ッ
ト
や
ツ
ア
ー
を
紹
介

　

浅
見
宣
義
市
長
は
「
観
光
都
市

長
浜
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
更
に
発

展
さ
せ
る
取
り
組
み
。
次
世
代
の

旅
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

話
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

い
の
す
け
計
10
点
と
な
っ
た
。
ひ

こ
に
ゃ
ん
は
「
国
宝
・
彦
根
城
築

城
４
０
０
年
祭
」
（
２
０
０
７
年
）

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
考
案
さ

れ
た
。
い
い
の
す
け
は
彦
根
藩
に

召
し
抱
え
ら
れ
た
忍
者
の
子
孫
と

し
て
登
場
。
彦
根
城
の
天
秤
櫓

（
や
ぐ
ら
）
の
下
で
ひ
こ
に
ゃ
ん

と
偶
然
に
出
会
っ
た
と
い
う
想
定

に
な
っ
て
い
る
。

　

商
標
使
用
の
問
い
合
わ
せ
は
同

市
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
課

（
０
７
４
９
・
30
・
６
１
５
３
）。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
と
「
い
い
の
す

け
」
の
商
標
使
用
可
能
な
イ
ラ
ス

ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
16
点
と
４
点
追

加
し
た
。
市
は
無
料
通
信
ア
プ
リ

「LIN
E

」
の
ス
タ
ン
プ
用
な
ど

に
公
開
し
て
き
た
イ
ラ
ス
ト
に
つ

い
て
、
昨
年
９
月
19
日
〜
10
月
10

日
に
ウ
ェ
ブ
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
３
７
６
人
か
ら
回
答
が
あ

り
、
人
気
の
高
か
っ
た
図
柄
を
リ

メ
ー
ク
し
て
完
成
さ
せ
た
。

　

今
回
の
追
加
で
、
商
標
使
用
で

き
る
ひ
こ
に
ゃ
ん
は
計
44
点
（
イ

ラ
ス
ト
32
点
、
写
真
12
点
）
、
い

年
）
、
敦
賀
駅
で
販
売
さ
れ
た

「
角
鹿
弁
当
」
の
掛
け
紙
（
85
年
）

な
ど
も
並
ぶ
。

　

主
催
の
長
浜
観
光
協
会
は
「
展

示
資
料
か
ら
多
彩
な
列
車
と
鉄
道

施
設
の
歩
み
、
鉄
路
が
運
ぶ
文
化

の
豊
か
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

近
江
鉄
道
（
本
社
・
彦
根
市
）

は
全
線
１
日
乗
車
券
「
１
デ
イ
ス

マ
イ
ル
チ
ケ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の
デ
ジ
タ

ル
版
を
導
入
し
た
＝
写
真
。
デ
ジ

タ
ル
乗
車
券
は
金
、
土
、
日
曜
と

祝
日
限
定
で
価
格
は
９
０
０
円

（
小
学
生
４
５
０
円
）
。
従
来
は

駅
窓
口
か
電
車
内
で
紙
券
を
買
う

必
要
が
あ
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
版
で

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
事
前
購
入

も
で
き
る
。

　

利
用
の
流
れ
は
①
ス
マ
ホ
ア
プ

　

彦
根
市
は
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

長
浜
市
は
公
式
観
光
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
＆
ア
プ
リ
「
ど
こ
い
こ
長
浜
」

＝
写
真
＝
を
今
春
か
ら
運
用
し
て

い
る
。
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
ツ
ア
ー
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

の
情
報
を
提
供
し
、
経
路
検
索
や

宿
泊
予
約
な
ど
が
一
括
で
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
に
対
応
し
て
お

り
、
利
用
や
登
録
は
無
料
。

　

長
浜
城
や
黒
壁
ス
ク
エ
ア
な
ど

定
番
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
キ
ー
ワ

ー
ド
検
索
に
加
え
、
「
な
が
は
ま

グ
ル
メ
」「
お
買
い
物
」「
イ
ベ
ン

ト
」
な
ど
で
ジ
ャ
ン
ル
検
索
も
で

き
る
。
更
に
「
湖
魚
料
理
」
「
鯖

寿
司
」
「
近
江
牛
」
な
ど
詳
し
い

サ
ブ
ジ
ャ
ン
ル
検
索
も
可
能
だ
。

ま
た
、
現
在
地
か
ら
探
す
周
辺
ス

ポ
ッ
ト
検
索
機
能
を
搭
載
し
た
り
、

宿
泊
施
設
や

遊
び
体
験
な

ど
の
予
約
を

各
種
サ
イ
ト

と
連
携
し
た

り
す
る
な
ど

利
便
性
を
高

め
て
い
る
。

リ
「RYD

EPA
SS

」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
②
会
員
登
録
を
し
て
対
象

乗
車
券
を
購
入
③
「
マ
イ
チ
ケ
ッ

ト
」
タ
ブ
か
ら
「
利
用
開
始
を
す

る
」
を
タ
ッ
プ
④
「
乗
車
券
を
見

せ
る
」
を
タ
ッ
プ
し
て
画
面
に
乗

車
券
を
表
示―

―

と
な
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
やGooglePay

、

A
pplePay

で
決
済
。
こ
れ
ま

で
の
紙
券
と
同
様
、
沿
線
施
設
で

各
種
割
引
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

特
典
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
平
日
午
前
８
時

　
　
　
　

40
分
〜
午
後
５
時
20
分

　
　
　
　

に
同
社
鉄
道
営
業
課

　
　
　
　

（
０
７
４
９
・
22
・
３

　
　
　
　

３
０
３
）
へ
。

　
　
　
　
　

  【
彦
根
通
信
部
・
伊

　
　
　
　

藤
信
司
】

中ノ郷－柳ヶ瀬駅間の登り勾配を重連で
挑むＤ５１形蒸気機関車（１９５７年）
　　　　　　　　　＝長浜観光協会提供

追
加
さ
れ
た「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」と「
い

い
の
す
け
」
の
イ
ラ
ス
ト
の
一
部


